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1962 年生まれ。早稻田大学教育・総合科学学術院教授。
専門は都市論・メディア論・時間論・空間論。時間性と空間性の不可分な構造から社
会について考えることが仕事を貫くテーマ。
著書：『社会（学）を読む』『東京スタディーズ』『モール化する都市と社会』他多数。

書物の森のガイドブック
―都市を読む！

　人間にとって、都市とはどのような存在なのか？　都市をつくり、生きる
ことが人間の社会に何をもたらし、それがわたしたちの社会の現在と、どの
ようにかかわるのか？
　都市化の急速な展開、それにともなう大都市の出現は、近代・現代の社会
を特徴づけてきた。
　古代から現代にいたる人間の社会の歴史は、地域や時代ごとに異なるさま
ざまな都市の社会と文化が、バビロンやローマ、長安やパリやロンドンや
ニューヨーク、そして東京のような大都市を中心にネットワークをつくり、
それが全世界を覆っていった過程として見ることもできる。そんな都市につ
いて学び考えるための、極上の〈知〉のガイドブック。
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